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今
回
で
32
回
目
を
迎
え
る
亀
山
市
関
宿

納
涼
花
火
大
会
を
去
る
、８
月
23
日（
土
）

鈴
鹿
川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

主
催
の（
一
社
）亀
山
市
観
光
協
会
と
主

管
で
あ
る
亀
山
市
関
宿
納
涼
花
火
大
会
実

行
委
員
会
が
安
心
・
安
全
で
魅
力
的
な
花

火
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、今

年
も
完
全
チ
ケ
ッ
ト
制
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

本
年
も
打
上
開
始
時
に
会
場
が
一
体
と

な
っ
て
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
行
い
、最

初
の
花
火
が
打
ち
上
が
る
と
同
時
に
会
場

か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、恒
例
と
な
り
ま
し
た
亀
山
高
校

吹
奏
楽
部
と
の
共
演
も
高
校
生
の
音
色
に

併
せ
た
花
火
が
上
が
り
、音
楽
と
花
火
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
会
場
の
ボ
ル
テ
ー

ジ
も
最
高
潮
に
達
し
、亀
山
市
最
後
の
夏

の
風
物
詩
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

花
火
大
会
を
終
え
て
、櫻
井
実
行
委
員

長
は「
今
年
も
亀
山
市
関
宿
納
涼
花
火
大

会
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

地
域
の
皆
様
や
関
係
機
関
の
方
々
・
協
賛

い
た
だ
い
た
事
業
所
の
皆
様
な
ど
の
多
大

な
る
ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

当
所
で
は
３
年
に
一
度
、役
員
議
員
の

改
選
に
あ
わ
せ
、永
年
勤
続
優
良
従
業
員

表
彰
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
所
会
員
事
業
所
に
お
い
て
、勤
労
意

欲
旺
盛
、誠
実
勤
勉
な
永
年
勤
続
の
優
良

従
業
員
を
事
業
所
代
表
者
の
推
薦
に
よ
り
、

当
所
会
頭
が
表
彰
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
従
業
員
が
み
え
ま
し
た
ら
、

是
非
、ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
郵
送
に
て
ご
案
内
し
て
お
り
ま

す
。

 

表
彰
式
予
定 

　

開 

催 

日　

令
和
７
年
10
月
27
日

　

開
催
場
所　

亀
山
商
工
会
館

第
13
回
亀
山
ま
ち
ゼ
ミ
を

開
催
し
ま
す

　

第
13
回
亀
山
ま
ち
ゼ
ミ
を
10
月
11
日

（
土
）か
ら
11
月
９
日（
日
）ま
で
の
１
ヶ
月

間
、全
26
講
座（
市
内
20
店
舗
）で
開
催
し

ま
す
。新
し
く
参
画
す
る
店
舗
の
ほ
か
、人

気
講
座
の
店
舗
が
復
活
す
る
な
ど
、今
回

の
ま
ち
ゼ
ミ
も
亀
山
の
お
店
の
魅
力
が
詰

ま
っ
た
講
座
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

第
13
回
亀
山
ま
ち
ゼ
ミ
の
開
催
チ
ラ
シ

は
10
月
３
日（
金
）の
新
聞
折
込
に
て
ご
案

内
し
ま
す
の
で
、興
味
が
あ
る
講
座
が
あ

り
ま
し
た
ら
是
非
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
の

表
彰
推
薦
の
ご
案
内

第
32
回
亀
山
市
関
宿

　
　
納
涼
花
火
大
会
開
催

－ 1－



当
所
地
区
の
小
規
模
企
業
の
景
況

（
令
和
７
年
７
月
調
査
結
果
）

※
ＤＩ
値
と
は
…

　

景
気
動
向
を
示
す
指
標
で
調
査
時

点
に
お
け
る
企
業
の
経
済
行
動（
強

気
か
弱
気
な
ど
）を
知
る
も
の
で
あ

り
、景
気
動
向
を
判
断
す
る
資
料
と

し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。特
に

言
及
の
な
い
限
り「
増
加
」「
好
転
」し

た
と
す
る
企
業
割
合
か
ら
、「
減
少
」

「
悪
化
」し
た
と
す
る
企
業
割
合
を

差
し
引
い
た
値
で
あ
る
。

経営上困っている問題 前期 今期

売
上
・
受
注
の
停
滞
減
少

製
品
・
商
品
単
価
の
下
落

人
手
不
足

借
入
難

設
備
・
店
舗
の
狭
小
老
朽
化

代
金
回
収
の
悪
化

人
件
費
の
増
加

人
件
費
以
外
の

経
費
の
増
加

原
材
料
高
及
び
不
足

競
争
激
化

人
材
育
成

法
的
規
制
等

過
剰
人
員

税
務
・
経
理
問
題

（％）

立
地
条
件
の
悪
化

50

40

30

20

10

0

庶
業
部
会（
中
川
部
会
長
）

　

去
る
８
月
18
日（
月
）に
庶
業
部
会
を
開

催
し
ま
し
た
。部
会
で
は
、任
期
満
了
に
伴

う
次
期
の
正
副
部
会
長
等
及
び
２
号
議
員
の

選
任
、令
和
７
年
度
の
部
会
事
業
に
つ
い
て
協

議・審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、８
月
26
日（
火
）に
工
業
部
会・金
融

部
会
と
共
催
で
、講
師
に
社
会
保
険
労
務
士

法
人
フ
ェニ
ッ
ク
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

代
表
社

員 

岩
間
克
二 

氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、人

手
不
足
の
中
、「
人
材
確
保・外
国
人
就
労
等

セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

建
設
部
会（
山
内
部
会
長
）

　

去
る
８
月
21
日（
木
）に
建
設
部
会
を
開

催
し
ま
し
た
。部
会
で
は
、任
期
満
了
に
伴
う

次
期
の
正
副
部
会
長
及
び
２
号
議
員
の
選
任
、

令
和
７
年
度
の
部
会
事
業
に
つ
い
て
協
議・審

議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
は
ゲ
ス
ト
に
亀
山
市
建
設
部
、

上
下
水
道
部
の
部
課
長
を
お
招
き
し
、意
見

交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

工
業
部
会（
大
萱
部
会
長
）

　

去
る
８
月
26
日（
火
）に
工
業
部
会
を
開
催

し
ま
し
た
。部
会
で
は
、任
期
満
了
に
伴
う
次

期
の
正
副
部
会
長
等
及
び
２
号
議
員
の
選
任
、

令
和
７
年
度
の
部
会
事
業
に
つ
い
て
協
議・審

議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
は
庶
業
部
会・金
融
部
会
と
共

催
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

金
融
部
会（
阿
部
部
会
長
）

　

去
る
８
月
26
日（
火
）に
金
融
部
会
を
開

　

毎
年
１
月
・
７
月
の
年
２
回
、企
業
の
景

気
動
向
を
県
下
12
商
工
会
議
所
合
同
で
調

査
す
る
こ
と
に
よ
り
、県
内
の
同
企
業
の

景
況
を
把
握
し
、当
所
経
営
改
善
普
及
事

業
活
動
の
参
考
と
す
る
た
め
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

【
調
査
対
象
】

　

当
所
会
員
企
業
の
中
か
ら
抽
出
し
た
企

業
452
社
に
対
し
回
答
は
86
社
、回
答
率
は

19
・
０
％
。

【
現
状
】

　

令
和
7
年
1
～
6
月
の
業
況
は
、「
良

い
・
や
や
良
い
」が
８
・
２
％（
前
期
10
・

５
％
）、「
や
や
悪
い
・
悪
い
」が
46
・
５
％

（
前
期
39
・
５
％
）と
な
り
、ＤＩ
値
は
△
38
・

３（
前
期
△
29
・
０
）で
、前
期
時
と
比
べ
悪

化
の
結
果
と
な
っ
た
。業
種
別
の
ＤＩ
値
で

は
、製
造
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
改
善
が
見
ら

れ
た
。一
方
で
、建
設
業
・
小
売
業
・
飲
食

業
・
交
通
運
輸
業
が
悪
化
し
た
。

【
今
後
の
見
通
し
】

　
「
良
い
・
や
や
良
い
」が
８
・
２
％（
前
期

７
・
０
％
）、「
や
や
悪
い
・
悪
い
」が
47
・

６
％（
前
期
38
・
４
％
）と
な
り
、ＤＩ
値
は
△

39
・
４（
前
期
△
31
・
４
）と
、８
・
０
ポ
イ
ン

ト
悪
化
し
た
。現
状
の
ＤＩ
値（
△
38
・
３
）と

今
後
の
ＤＩ
値（
△
39
・
４
）を
比
較
す
る
と
、

１
・
１
ポ
イ
ン
ト
業
況
の
悪
化
を
見
通
し

て
い
る
。業
種
別
で
は
、小
売
業
・
交
通
運

輸
業
・
そ
の
他
の
業
種
が
改
善
を
見
通
す

一
方
で
、製
造
業
・
建
設
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

催
し
ま
し
た
。部
会
で
は
、任
期
満
了
に
伴
う

次
期
の
正
副
部
会
長
及
び
２
号
議
員
の
選
任
、

令
和
７
年
度
の
部
会
事
業
に
つ
い
て
協
議・審

議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
は
庶
業
部
会・工
業
部
会
と
共

催
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

交
通
運
輸
部
会（
本
城
部
会
長
）

　

去
る
８
月
27
日（
水
）に
交
通
運
輸
部
会

を
開
催
し
ま
し
た
。部
会
で
は
、任
期
満
了
に

伴
う
次
期
の
正
副
部
会
長
及
び
２
号
議
員
の

選
任
、令
和
７
年
度
の
部
会
事
業
に
つ
い
て
協

議・審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
は
ゲ
ス
ト
に
亀
山
警
察
署 

交

通
課
長 

山
本
麻
美 

氏
を
お
招
き
し
、亀
山

市
の
交
通
情
勢
に
つ
い
て
の
講
話
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

商
業
部
会（
今
西
部
会
長
）

　

去
る
８
月
29
日（
金
）に
商
業
部
会
を
開

催
し
ま
し
た
。部
会
で
は
、任
期
満
了
に
伴
う

次
期
の
正
副
部
会
長
及
び
２
号
議
員
の
選
任
、

令
和
７
年
度
の
部
会
事
業
に
つ
い
て
協
議・審

議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
は
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
と
共
催

で
、講
師
に
合
同
会
社
番
頭
舎 

代
表
社
員 

服
部 

巨 

氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会（
伊
藤
部
会
長
）

　

去
る
８
月
29
日（
金
）に
観
光
サ
ー
ビ
ス
部

会
を
開
催
し
ま
し
た
。部
会
で
は
、任
期
満
了

に
伴
う
次
期
の
正
副
部
会
長
及
び
２
号
議
員

の
選
任
、令
和
７
年
度
の
部
会
事
業
に
つ
い
て

協
議・審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
は
商
業
部
会
と
共
催
で
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

が
悪
化
す
る
見
通
し
と
な
っ
た
。卸
売
業
・

飲
食
業
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の
見
通
し
と
な
っ

た
。

各
部
会
報
告
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国
の
経
済
対
策
と
し
て
、物
価
高
の
影

響
に
よ
る
国
民
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

令
和
６
年
度
に
定
額
減
税（
所
得
税
３
万

円
、住
民
税
所
得
割
１
万
円
）が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
中
で
定
額
減
税
を
十
分
に

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
に
対
し
て
、次
の

と
お
り
定
額
減
税
不
足
額
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

◆
対
象
者

　

�

令
和
７
年
１
月
１
日
時
点
で
亀
山
市
に

居
住
し
、次
の「
不
足
額
給
付
Ⅰ
」ま
た

は「
不
足
額
給
付
Ⅱ
」に
該
当
す
る
人

⑴
不
足
額
給
付
Ⅰ

（
令
和
６
年
度
定
額
減
税
調
整
給
付
金
に

不
足
が
生
じ
た
人
へ
の
不
足
分
の
給
付
）

　

令
和
６
年
度
定
額
減
税
調
整
給
付
金
は
、

速
や
か
に
支
給
す
る
観
点
か
ら
、令
和
５

年
所
得
等
を
基
に
し
た
令
和
５
年
所
得
税

額（
令
和
６
年
推
計
所
得
税
額
）を
用
い
て
、

定
額
減
税
を
十
分
に
受
け
ら
れ
な
い
人
に

対
し
て
給
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
不
足
額
給
付
Ⅰ
」は
、令
和
６
年
所
得

税
額
お
よ
び
定
額
減
税
可
能
額
が
確
定
し
、

算
定
し
た「
本
来
の
給
付
算
定
額
」が「
令

和
６
年
度
定
額
減
税
調
整
給
付
算
定
額
」

談
所
コ
ー
ナ
ー
掲
載
の
支
援
施
策
は
令
和
７
年
８
月
18
日
時
点
の
情
報
で
す
。

最
新
の
情
報
は
必
ず
各
施
策
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

催
し
ま
し
た
。部
会
で
は
、任
期
満
了
に
伴
う

次
期
の
正
副
部
会
長
及
び
２
号
議
員
の
選
任
、

令
和
７
年
度
の
部
会
事
業
に
つ
い
て
協
議・審

議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
は
庶
業
部
会・工
業
部
会
と
共

催
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

交
通
運
輸
部
会（
本
城
部
会
長
）

　

去
る
８
月
27
日（
水
）に
交
通
運
輸
部
会

を
開
催
し
ま
し
た
。部
会
で
は
、任
期
満
了
に

伴
う
次
期
の
正
副
部
会
長
及
び
２
号
議
員
の

選
任
、令
和
７
年
度
の
部
会
事
業
に
つ
い
て
協

議・審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
は
ゲ
ス
ト
に
亀
山
警
察
署 

交

通
課
長 

山
本
麻
美 

氏
を
お
招
き
し
、亀
山

市
の
交
通
情
勢
に
つ
い
て
の
講
話
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

商
業
部
会（
今
西
部
会
長
）

　

去
る
８
月
29
日（
金
）に
商
業
部
会
を
開

催
し
ま
し
た
。部
会
で
は
、任
期
満
了
に
伴
う

次
期
の
正
副
部
会
長
及
び
２
号
議
員
の
選
任
、

令
和
７
年
度
の
部
会
事
業
に
つ
い
て
協
議・審

議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
は
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
と
共
催

で
、講
師
に
合
同
会
社
番
頭
舎 

代
表
社
員 

服
部 

巨 

氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会（
伊
藤
部
会
長
）

　

去
る
８
月
29
日（
金
）に
観
光
サ
ー
ビ
ス
部

会
を
開
催
し
ま
し
た
。部
会
で
は
、任
期
満
了

に
伴
う
次
期
の
正
副
部
会
長
及
び
２
号
議
員

の
選
任
、令
和
７
年
度
の
部
会
事
業
に
つ
い
て

協
議・審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
は
商
業
部
会
と
共
催
で
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

を
上
回
っ
た
人
に
対
し
て
差
額
が
追
加
で

支
給
さ
れ
る
給
付
金
で
す
。

※�

定
額
減
税
の
全
額
を
減
税
さ
れ
た
人
、

令
和
６
年
度
定
額
減
税
調
整
給
付
算
定

額
に
不
足
が
な
い
人
は
、対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

⑵
不
足
額
給
付
Ⅱ

　

�（
定
額
減
税
と
低
所
得
世
帯
向
け
給
付
金

の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
人
へ
の
給
付
）

　

令
和
６
年
分
所
得
税
お
よ
び
令
和
６
年

度
分
個
人
住
民
税
に
係
る
合
計
所
得
金
額

が
48
万
円
超
ま
た
は
青
色
事
業
専
従
者
、

事
業
専
従
者（
白
色
）の
人
で
、左
記
の
す

べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人
に
４
万
円（
所

得
税
分
３
万
円
＋
個
人
住
民
税
分
１
万

円
）が
給
付
さ
れ
ま
す
。

※�

令
和
６
年
１
月
１
日
時
点
に
国
外
居
住

で
個
人
住
民
税
が
非
課
税
の
人
な
ど
一

部
の
人
は
、給
付
金
額
が
異
な
り
ま
す

　

�（
詳
し
く
は
、市
が
郵
送
す
る
定
額
減
税

不
足
額
給
付
金
支
給
確
認
書
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
）。

〈
要
件
〉

・�

令
和
６
年
所
得
税
お
よ
び
令
和
６
年
度

個
人
住
民
税
所
得
割
と
も
に
定
額
減
税

前
額
が
０
円（
本
人
と
し
て
定
額
減
税

の
対
象
外
）

・�

税
制
度
上
、扶
養
親
族
の
対
象
外（
扶
養

親
族
と
し
て
定
額
減
税
の
対
象
外
）

・�

令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
給
付

金（
７
万
円
）、令
和
５
年
度
住
民
税
均

等
割
の
み
課
税
世
帯
給
付
金（
10
万
円
）、

令
和
６
年
度
住
民
税
非
課
税
ま
た
は
均

等
割
の
み
課
税
世
帯
給
付
金（
10
万
円
）

の
対
象
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
員
に
該
当

し
て
い
な
い

◆
申
請
方
法

　

�

対
象
者
へ
の
み
、亀
山
市
よ
り
案
内
文

書
が
８
月
下
旬
か
ら
順
次
郵
送
さ
れ
て

い
ま
す
。

⑴�

令
和
６
年
度
定
額
減
税
調
整
給
付
金
を

受
給
し
た
人

　

�

手
続
き
は
不
要
で
す
。給
付
金
を
受
け

た
口
座
へ
振
り
込
ま
れ
ま
す（
支
給
の

お
知
ら
せ
が
郵
送
さ
れ
ま
す
）。

⑵�

令
和
６
年
度
定
額
減
税
調
整
給
付
金
を

受
給
し
て
い
な
い
人

〈
支
給
方
法
〉

　

�

市
か
ら
郵
送
さ
れ
る
①
確
認
書
に
振
込

先
口
座
な
ど
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、

次
の
②
お
よ
び
③
を
添
付
し
、提
出
期

限
ま
で
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
亀
山

市
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
提
出
期
限
〉

　

令
和
７
年
11
月
20
日（
木
）

〈
提
出
書
類
〉

①
定
額
減
税
不
足
額
給
付
金
支
給
確
認
書

②�

振
込
先
の
金
融
機
関
口
座
の
通
帳
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し

③�

本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、運
転
免
許
証
な
ど
）の
写
し

〈
支
給
時
期
〉

　

�

内
容
に
不
備
が
な
け
れ
ば
、受
理
し
て

か
ら
３
週
間
程
度
で
、本
人
名
義
ま
た

は
ご
指
定
の
口
座
へ
振
込
予
定

【
お
問
合
せ
先
】

亀
山
市
地
域
福
祉
課
福
祉
総
務
Ｇ（
亀
山

市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
い
あ
い
）

℡
０
８
０
０-

２
０
０-

１
８
５
７（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

第
18
回
受
付
の
ご
案
内

　

本
補
助
金
は
、小
規
模
事
業
者
が
自
社

の
経
営
を
見
直
し
、自
ら
が
持
続
的
な
経

営
に
向
け
た
経
営
計
画
を
作
成
し
た
う
え

で
行
う
販
路
開
拓
や
生
産
性
向
上
の
取
組

を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

①
申
請
開
始　

令
和
７
年
10
月
３
日（
金
）

②
申
請
締
切　

令
和
７
年
11
月
28
日（
金
）

③
補
助
額（
一
般
型
）

　
【
通
常
枠
】　　
　
　
　

上
限
50
万
円

　
【
イ
ン
ボ
イ
ス
特
例
】　

50
万
円
上
乗
せ

　
【
賃
金
引
上
げ
特
例
】　

150
万
円
上
乗
せ

④
補
助
率　

２
／
３

　

�（
賃
金
引
上
げ
特
例
の
う
ち
赤
字
事
業

者
に
つ
い
て
は
３
／
４
）

⑤�

申
請
方
法　

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
み

電
子
申
請
に
は
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
プ
ラ
イ
ム

ア
カ
ウ
ン
ト
の
取
得
が
必
要
で
す
。

※�

本
補
助
金
の
詳
細
は
、必
ず
持
続
化
補

助
金
Ｈ
Ｐ
及
び
公
募
要
領
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

定
額
減
税
不
足
額
給
付
金
に

つ
い
て

不
足
額
給
付
額
＝

本
来
の
給
付
算
定
額

－

令
和
６
年
度
定
額
減
税
調
整
給
付
算
定
額

－ 3－



9,000万人の受験実績を誇る産業界の信頼ブランド

商工会議所の検定試験
【第171回日商簿記検定のご案内】
・試 験 日　令和７年11月16日(日)
・試験時間　１級、３級 　９：00～
　　　　　　２級　　　　13：30～
・試験会場　亀山商工会館
・受 験 料　１級　8,800円　２級 5,500円
　　　　　　３級　3,300円　
・申込期間　９月29日(月)～10月20日(月)

お問合せ先 亀山商工会議所 ℡ 0595-82-1331
受 付 時 間 ８:30～ 17:00（土日祝除く）

７
月
例
会
を
開
催

　

去
る
7
月
22
日（
火
）に
亀
山
市
の
青
少

年
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
7
月
例
会
を
ト
レ

ジ
ャ
ー
委
員
会（
委
員
長 
渡
邊 

宝
）の
担

当
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
亀
山
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
、

会
員
減
少
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

5
年
後
に
は
現
在
の
半
数
近
く
に
な
り

ま
す
。そ
こ
で
、今
回
の
例
会
で
は
、青
年

部
入
会
候
補
者
を
招
き
、会
員
増
強
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、現
役
会
員
・

入
会
候
補
者
、合
わ
せ
て
40
名
を
超
え
る

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、入
会
候
補
者
向
け
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ

説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。現
役
会
員
か
ら

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
概
要
と
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
で
得
た
も

の
に
つ
い
て
話
し
、入
会
候
補
者
に
活
動

の
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。そ
の
後
、入

会
候
補
者
と
現
役

会
員
の
混
合
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
料

理
対
決
を
行
い
ま

し
た
。終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
の
な

か
、自
分
た
ち
で

作
っ
た
料
理
を
一

緒
に
食
べ
な
が
ら
、

親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

青
年
部
通
信

  

女
性
部
通
信

研
修
委
員
会
、会
員
委
員
会
と

第
２
回
役
員
会
を
開
催

　

去
る
７
月
23
日（
水
）に
第
１
回
研
修
委

員
会
並
び
に
会
員
委
員
会
、第
２
回
役
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

両
委
員
会
に
は
計
18
名
の
ご
出
席
を
い

た
だ
き
、今
年
度
の
委
員
会
事
業
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

役
員
会
に
は
13
名
の
ご
出
席
い
た
だ
き
、

研
修
委
員
会
事
業「
着
物
リ
メ
イ
ク
体
験
」

と「
料
理
教
室
と
子
育
て
支
援
事
業
」、会

員
委
員
会
事
業「
親
睦
交
流
会
」の
ほ
か
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
亀
山
大
市
で
の

バ
ザ
ー
開
催
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、全

て
の
事
業
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
32
回
亀
山
市
関
宿
納
涼
花
火
大
会
の

運
営
協
力
と
美
化
清
掃
活
動
を
実
施

　

去
る
８
月
23
日（
土
）に
第
32
回
亀
山
市

関
宿
納
涼
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
、昨
年

に
引
き
続
き
、運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
花

火
大
会
へ
の

協
力
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
花

火
大
会
翌
日

に
会
場
周
辺

の
美
化
清
掃

活
動
を
行
い

ま
し
た
。

4　60×82（カラー）しんぽくん・みらいちゃん
QRモノクロ

三重県信用保証協会は、中小企業の皆さまが事業資金借入をされる際の
「公的な保証人」となってサポートします。お気軽にご相談ください。

みえ　みらい ちゃん みえ　しんぽ くん

https://www.cgc-mie.or.jp/

本　　　店 059-229-6021（代表）
四日市支店 059-353-9161（代表）

HP Instagram

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

2日（火）
12日（金）
22日（月）

10日（金）
　

15日（水）
23日（木）
27日（月）

9月

10月

常議員会
青年部役員会
選挙管理委員会
青年部9月例会

常議員会
青年部役員会
記帳継続指導
女性部研修事業
臨時議員総会
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